
鰐
十
八
令

節
五
紙

蓑
田

石
狩
泉
田
に
放
け
る
衆
横
衆
落
構
成

(

二

)

山

口

禰

(
≡

)
山灰
療
町
の
形
鞍

石
狩

山
地
を
兼
両
に
切
る
横
谷
の
画
報

石
狩
中
野
は
門
戸
を
有
し
､
夫
々
略
々
兼

の
谷
奥
に
探
汲
食
政
が
設
立
さ
れ
潰

い
て

聞

及
磯
町
が
細
長

い
谷
底
緊
絡
む
造
る
事
は

督
泉
田
緊
静
の
一
般
型
と
も
見
る
べ
き
革

で
あ
る
0
機
業
が
主
と
し
て
山
地
は
行
は

二

れ
る
輔
係
上
磯
山
緊
蕗
が
谷
底
緊
落
と
し

て
細
長
-
発
達
す
る
rJ
と
は
む
し
ろ
通
性

で
あ
る
が
常
炭
田
の
如
-
山
地
為
朝
常
蒔

く
､
壮
年
的
に
解
析
が
進
ん
で
ゐ
る
地
形

的
制
約
の
狙
い
所
で
は
そ
れ
等
が
教
も
標

式
的
陀
衷
は
れ
る
Q
逓
淡
の
戴
鑑
線
路
を

第

歌志内村に於ける年愉構成
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即

北梅温泉硯汽船愈配輝夫年齢構成

･･｢昭利五B六｡三一)

四

敷
設
せ
ぬ
ば
な
ら
覆

い
か
ら
谷
底
が
略
々
そ
の
為
め
に

占
有
r
u紅
､
山
麓
に
階
段
栄
蕗
を
造
る
か
､
狭

い
段
丘

を
利
用
し
或
は
線
路
に
滑
ふ

て片
側
栄
蕗
等
を
造
る
の

も
見
ら
れ
る
｡

商
店
も
菜
摘
は
少
夜
-
日
用
晶
を
那
多
に
基
め
死
金

が
光
に
常
盤
汲
m
ほ
於
て
淡
糠
の
入
口
町
の
特
色
と
し

て
指
摘
し
た
様
な
も
の
が
多
-
､
如
何
は
79
炭
堀
町
有

分
散
味
は
せ
る
も
の
が
あ
る
｡
以
下
模
式
的
な
朱
磯
来

港
の
二
､
三
に
就

い
て
詳
述
し
て
み
ょ
う
O

石
狩
=.S
H
に
於
け
る
淡
碗
姥
拓
構
成

(
イ
)夕
張
町

夕
張
町
に
含
ま
れ

る
艶
磯
は
北
渥
道
教

碩
汽
船
骨
配
は
属
す

る
夕
張
堀

･
新
夕
張

磯

･
若
菜
速
磯

･
具

谷

地

槻
･
寮
川
棚
と

三
菱
に
属
す
る
大
夕

張
堀
で
年
約
二
､
〇妻

混

節

標式的汲磯衆群夕張町占居状況



他

社

節
十
八
容

0
0
p
O
O
O
噸
の
出
炭
量
を
有
L
t
月
数

1
0
､
0
0

0
人
口
五
〇
､
0
0
0
人
内
約
八
割
八
七
〇
〇
〇
月
は
純

貌
糠
的
係
で
金
-
洗
場
に
依
っ
て
の
み
文

へ
ら
れ
る
所

謂
泉
槻
町
の
様
式
的
を
も
の
で
あ
る
｡
石
狩
平
野
の
朱

商
隅
梅
迫
山
地
を
隔
て
ゝ
一
大
向
斜
軸
を
兼
ね
カ
苗
牝

は
走
る
角
托~
断
層
を
含
む
角
田
盆
地
が
あ
わ
､
岩
見
韓

を
商
は
建
つ
光
室
蘭
線
は
栗
山
･由
仁
･追
分
と
地
形
上

菅
盆
地
に
誘
以
込
ま
れ
て
ゐ
る
｡
そ
の
東
部
に
さ
ら
に

紅
兼
山
山
脈
を
隔
て
J
角
餌
盆
地
に
平
行
し
て
北
志
幌

加
別
川
よ
カ
タ
張
川
に
連
を
る
南
北
の
谷
が
打
力
'
さ

ら
に
ま
ね

一
高
原
を
酉
は
越
え
て
南
流
し
て
凍
ね
,)
ユ

ー
パ
ロ
州
が
あ
る
O
fJ
の
市
原
こ
そ
夕
張
炭
田
を
含
む

も
の
で
兼
酉
に
横
ざ
る
志
幌
加
別
州
上
流

･
夕
張
川
本

流

･
パ
ン
ケ
マ
ヤ
川

･
ク
ル
キ
川
等
に
夫
々
夕
張
磯

｡

大
夕
張
裾

｡
泉
谷
地
場

･
登
川
場
等
を
含
み
､
夕
張
川

は
沿
ふ
夕
張
線
が
そ
れ
ら
を
統
制
し
て
追
分
に
至
っ
て

室
蘭
線
に
連
在
る
｡

最
初
の
炭
磯
は
ラ
イ
マ
ン
氏
の
地
質
調
査
後
北
海
道

戯
技
師
坂
肘
太
郎
氏
明
治
二

一
年
の
款
幌
内
よ
-
炭
層

の
走
向
を
運
び
山
谷
を
捕
え
で
夕
轟

に
入
-,l
志
幌
加
別

鮮
五
紙

孟

六

三
凹

の
上
流
に
沿
ふ

て下
り
､
初
め
て
今
の
夕
張
町
に
田
で
､

衆
暦
の
累
々
と

し
て
姉
間
は
露
出
し
て
居
る
の
を
聴
見

し
､
再
三
の
調
査
の
結
果
明
治
二
二
年
四
月
相
田
堤
氏

其

一
部
の
試
掘
許
可
を
碍
同
年

二

月
北
海
道
鏡
道
骨

就
之
を
譲
受
け
､
二
三
年
六
月
開
坑
し
カ
タ
張
磯
で
あ

る
｡
下
部
第
三
紀
層
の
下
層
群
に
属
す
る
約
四
八
の
上

層
'
内
は
五
寸
乃
至

二
尺
の
爽
新
物
二
枚
を
有
す
る
二

四
八
の
本
暦
及
び
下
層
の
約
四
尺
が
稼
行
中
の
炭
層
で

あ
る
｡

明
治
三
三
年
開
坑
は
着
手
す
る
と
第

一
置
よ
-
第
四

置
附
近
は
鳩
業
用
地
で
あ
っ
た
ほ
79
拘
ら
ず
機
敏
を
商

人
入
力
凍
み
､
現
在
の
夕
張
停
革
場
附
近
よ
み
就
宅
方

面
の
迫
勝
に
接
し
大
小
段
上
は
刑
徹
を
刈
-
開
き
約

7

0
0
余
名
の
楯
突
を
相
手
と
す
る
難
敷
･雅
貨
･荒
物
等

の
日
用
品
を
並
べ
ね
粧
小
屋
の
商
店
が
敷
戸
建
ち
次
磯

町
の
敬
重
を
見
た
｡
漸
次
増
加
し
て
機
業
邦
地

｡
政
道

用
地
の
置
別
を
-
無
職
の
衆
蕗
が
磯
施
し
て
衆
ね
の
で

食
配
は
磯
山
地
域
内
に

一
月
分
四
間
に
七
間
叉
は
四
間

に

一
〇
間
等
の
置
劃
む
し
貸
付
数
行
つ
ね
O
同
二
五
年

令
配
私
設
夕
張
線
開
通
と
共
に
槻
夫
｡静
働
者
･商
人
等



忠
は
蝿
基
し
所
謂
旋
横
町
の
敏
捷
気
分
と
も
言
ふ
べ
き

灘
観
を
量
し
､
殆
ん
ど
節

1
憧
よ
身
四
囲
迄
は
蘭
術
を

な
し
た
｡

明
治
三
五
年
六
月
七
日
恰
も
弧
烈
夜
風
と
融
雪
筏
の

乾
燥
李
は
火
事
が
過
少
四
七
四
月
を
烏
有
に
蹄
せ
し
め

た
｡
rJ
!
ほ
於
で
現
在
の
第
五
置
方
何
に
凝
展
が
延
び

炭
堰
食
酢
よ
み
磯
業
用
地
域
返
納
等
あ
-
乾
め
て
市
据

置
割
を
了
へ
現
在
の
夕
張
町
の
大
形
が
出
凍
上
つ
ね
｡

現
在
夕
張
硯
に
屈
す
る
舶
来

･
役
員
の
凡
Y
を
含
む

補
数
槻
閥
係
の
戸
数
は
三
'
〇
三

1
月
(
昭
和
五
年

一
〇

月
)
あ
わ
､
夫
々
谷
奥
よ
カ
丁
未
(
四
〇
七
月
)朝
岡
(
二

〇
八
月
)富
岡
(
八
九
月
)
偏
位
(
四

一
〇
月
)任
初
(
一
三

四
月
)高
松
(
二

〇
一
四
月
)配
光

(
七
六
〇
月
)
東
山

(
九
月
)
に
分
れ
志
幌
加
別
川
の
山
麓
劉
宙
に
長
屋
式
階

段
緊
非
を
造
っ
て
占
属
し
て
ゐ
る
｡
探
V､
谷
底
に
は
急

流
が
走
ら
そ
の
両
岸
の
小
段
丘
を
船
人
で
蛾
道
が
通
じ

班
洗
場

･
積
込
場
の
如
き
匿
按
炭
槻
囲
係
の
緊
落
む
つ

-
つ
て
ゐ
る
｡
依
っ
て
硯
失
住
宅
は
土
地
が
秋

い
た
め

谷
の
斜
面
を
利
用
す
る
に
至
っ
た
｡
商
店
街
は
北
よ
ら

氷
る
ボ
ン
ホ
ロ
カ
べ
ヅ
州
の
合
す
る
三
叉
境
附
近
で
第

石
狩
淡
川
に
於
け
る
淡
魂
光
硲
林
成

.L
置
(
三

豆

月
)第
二
匿
(
八
〇
五
月
)第
三
匿

(
二

一

七
月
)第
四
閲
(
一
六
四
tJ1
)第
玉
置
(
二
〇
八
月
)
旭
町

(
三
二
六
月
)が
殆
ん
ど
絶
て
間
接
的
に
炭
磯
に
支

へ
ら

れ
て
ゐ
る
｡
佃
は
そ
の
間
に
接
し
て
第
六
置

(
三
四
二

メ
)新
夕
張
(
二

〇
二
〇
月
)が
ほ
iJ
磯
夫
栄
藤
で
夕
張

閥
係
と
北
ハほ
先
の
第

一
匿
よ
少
第
五
固
迄
の
人
口
を
支

へ
る
革
に
在
る
｡

夕
張
磯
に
は
磯
未
三
､
〇
五
八
人
(
昭
利
五
年
)
あ
-

ll
O
t
O
J
二
人
の
家
族
即
ち
(
傭
夫
に
封
し
て
約
三

･

三
人
の
家
族
を
察
し
で
ゐ
る
事
に
な
る
｡
戸
数
に
於
tJ

も
第

一
匿
よ
少
第
五
筒
迄
及
び
旭
町
を
合
し
て
怖
々
間

接
的
泉
糠
栄
藤
の
商
店
術
と
児
倣
し

一
､

一
三
〇
月
が

匿
按
的
淡
槻
緊
小路
の
磯
夫
戸
数
四
､
三
九
三
月
に
依
っ

て
支

へ
ら
紅
､
新
夕
張

｡
鹿
ノ
谷
を
併
せ
た
志
幌
加
別

川
の
谷
を

一
任
清
里
uT,
と
見
放
せ
ば
約
六
､
二
〇
〇
の

磯
夫
の
重
度
人
口
に
封
し
て
約
二
四
'
0
0
0
人
の
滑

費
人
口
が
文

へ
ら
れ
､

一
機
天
骨
-
約
四
人
の
非
生
産

人
口
が
あ
る
事
に
在
る
｡

夕
張
町
の
第

一
匹
よ
-
姉
五
匿
迄
は
前
述
の
如
-
純

消
費
都
苗
と
79
言
ふ
べ
-
､
そ
の
商
店
を
見
る
ほ
嘗
て

こ
正

三
≠



地

域

解

十

八

番

灸
が
倍
増
莱
糊
は
於

で泉
槻
入
口
町
と
恨
稀
せ
る
ほ
似

よ
ろづ

部

署

｡
飲
食
物
を

7
堂
に
凝
列
し
た
蔵

店

と
言
ふ
如
き

も
の
が
殊
は
多
-
目
立
つ
｡
第

一
位
の
蛾
遭
線
路
に

沿

ふ
井
側
町
A

｡
B
､
第
二
位

･第
三
位
の
主
要
な
る
G

通
わ
､
箪
拘
置

こ
卵
玉
置
の
童
婆
な
る
D
洩
ら

の
店
舗

の
種
類
別
調
査
を
行
っ
た
鹿
は
よ
る
と

､
常
店

(
先
づ

雅
貨
頻
･恭
子
｡酒
類

｡
錦
帯
類
を

山
堂
に
並
べ
た
7P
の

ほ
就

い
て
惜
揮
す
る
｡
多
-

一
隅
に
野
栄
･裁
物
の

一
部

h
l置
-
)
は
約

7
七
%
の
三
六
軒
･英
子
昆
･飲
食
店
夫

々
仝
じ
-

〓
ハ
斬
･呉
服
店
･揮
晶
店

｡
夫
々

二

斬
､

履
物
店

?
C
軒
･川
東
店
･時
計
店
夫
々
七
肝
､
文
鼻
典

店
六
軒
､
金
物
店
玉
野
'
旅
館
四
肝
そ
の
他
八
〇
肝

の

割
合
は
在
る
｡
,J
の
他
C
過
多
は
殆
ん
ど
粁
紺
屋
兼
私

娼
術
で
､
夕
張
町
と
し
て
葱
娼
妓
は
類
す
る
も
の
計
二

六
三
名
が
統
計
は
表
れ
て
ゐ
る
.
旅
館
が
新
夕
張
輝
前

の
丑
通
り
に
数
斬
あ
る
か
ら
推
察
は
精
不
備
で
あ
る
｡

勿
論

こ
れ
等
の
店
舗
種
類
調
査
が
数
的
に
茨
堀
町
と

し
て
の
特
色
を
描
き
出
す
事
は
囲
難
で
も
あ
ら
う
が
､

純
農
相
の
核
心
繁
蕗
や
漁
村
或
は
工
場
町
の
核
心
資
群

の
店
舗
捕
瀕
調
査
と
此
按
L
で
如
何
在
る
踊
係
が
あ
る

妨

五

線

三
光

三

六

か
む
見
出
す
蔀
は
賂
衆
重
要
を

1

.
万
両
で
あ
ら
う
.
炭

磯
袋
路
と
し
て
の
常
磐
･石
狩
｡筑
紫
等
ほ
或
る
典
通
勤

が
見
出
n
れ
は
し
ま
い
か
｡
先
づ
耽
報
し
て
置
-
次
第

で
あ
る
｡

第

一
匿
は
夕
張
磯
糠
矢
祭
群
に
按
甫
す
る
敢
7;
東
の

商
店
稀
で
数
順
の
亜
遣
線
番
が
谷
底
の
細
長

い
平
地
を

占
有
す
る
食
め
双
方
片
側
町
と
在
っ
て
ゐ
る
｡
店
舗
の

積
類
よ
ら
･見
る
7>,痕

も
炭
磯
町
的
で
線
路
側
道
櫓
に
露

天
商
が
並
ん
で
ゐ
る
｡
余
の
調
査
し
た
昭
和
六
年
八
月

二

一
日
に
は
B
迫
り
に
二
五
軒
見
ら
れ
た
｡
凡
て
店
幅

二
間
で
菓
子
類
の
も
の
八
､
飲
食
物
六
､
洋
晶
五
､
有

本
三
､
玩
典
麗
二
､
古
着

山
の
穏
類
が
あ
っ
た
｡
縁
日

等
の
露
天
商
に
此
し
て
飲
食
物

(
あ
げ
も
の

･
港
で
A

等
)
の
多

い
の
が
特
色
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
｡

炭
槻
栄
渉
の
蛙
捧
閥
係
を
研
究
す
る
ほ
注
意
し
な
け

れ
ば
在
ら
な

い
の
は
之
等
店
舗
の
研
究
及
び
各
汲
槻
事

務
所
で
行
っ
て
ゐ
る
日
用
品
版
裏
で
'
現
在
料
理
店

｡

質
店
･古
物
商
･魚
某
商
に
属
す
る
も
の
を
除
-
殆
ん
ど

線
で
が
供
給
さ
れ
て
ゐ
る
｡
そ
れ
等
の
研
究
は
骨
就
縛

薯
の
利
益
事
業
で
調
査
数
進
め
る
事
は
国
難
で
碓
氷
は



待
つ
外
在

い
｡

志
幌
加
別
川
よ
-
夕
張
川
に
連
な
る
南
北
の
谷
は
基

部
高
原
の
横
谷
に
磯
蓮
し
た
炭
磯
を
統
制
す
る
交
通
路

で
著
鍋
海

水
喋
･沼
ノ
滞

･
紅
栗
山
各
輝
が
あ
-
夫
々

支
線
を
合
せ
て
ゐ
る
｡
約

二

二
〇
〇
月
の
内
四
七
〇

月
の
農
業
14
数
を
含
み
夕
張
町
唯

ti
の
農

業

地
昔

で

二
t
O
C
O
町
歩
の
畑
が
あ
る
｡
炭
槻
町
に
供
給
す
る

諏
某

の
産
額
が
澱
も
多
-
'
馬
鈴
薯
が
そ
れ
は
次

い
で

ゐ
る
0

夕
張
堀
の
石
炭
を
小
樽
港
方
面

へ
搬
出
の
目
的
で
夕

張
鈍
通
が
開
通
し
て
よ
-
夕
張
磯
･新
夕
張
糠
･若
菜
遊

糠
の
石
次
が
北
の
門
声
も
開
け
､
紙
じ
て
約
八
､
七
〇

〇
人
の
採
掘
す
る
二
.
〇
〇
〇
､
O
C
O
噸
の
石
炭
は
依

っ
て

.L
O
､
O
C
lrC
β

五
〇
､
0
0
0
人
の
人
口
を
含
む

夕
張
町
が
乙
の
夕
張
山
地

の
谷
繁
務
と
し
て
異
常
在
る

栗
路
韮
観
を
も
ち
､
二
四
尺
の
大
泉
暦
h
l主
と
す
る
六

五
C
/
C
C
rO
p
C
,O
C
帽
の
数
量
採
掘
に
向
つ
tTJ
賂
米

の
輩
展
に
進
入
で
ゐ
る
紺
で
あ
る
｡

(
ロ
)幌
内
旋
磯
架
蕗

幌
内
炎
班
は
石
狩
旋
刑
濃
初
の
開
窮
地
と
し
て
小
楯

石

狩
…桝
川
に
於
け
る
淡
破
雅
称
柵
成

港
よ
-,h五
六
哩
の
距
離
に
あ
わ
､
炭
田
申
据
港
に
迫
ず

る
敢
無
距
離
で
手
宮

･
幌
内
聞
の
曲
道
は
明
治

一
五
年

既
に
開
通
し
､
同

一
六
年
よ
み
採
決
を
行
つ
ね
も
の
で

あ
る
｡
衆
路
の
占
居
状
況
並
び
に
型
態
は
幾
春
別
の
洗

場
宋
落
と
よ
-
似
'
蔑
春
別
川
及
び
幌
内
川
の
谷
奥
が

夫
々
二
股
に
分
れ
る
朋
に
採
炭
は
画
桟
槻
係
す
る
坑
道

撰
莱
場

･
積
込
場
等
が
出
凍
､
谷
底
に
蛾
道
が
走
-
I

川
の
合
流
す
る
酉
の
段
丘
上
に
計
測
的
を
方
形
の
地
割

に
よ
る
商
店
を
も
つ
泉
源
町
が
礎
達
し
で
ゐ
る
｡
幌
内

叩
術
地
は
現
衣
月
数
約
三
〇
〇
人
口

一
､
四
〇
〇
を
解

し
て
ゐ
る
｡
匿
搾
汲
僻
に
働
-
人
口
約

一
､

1
0
0
人

及
び
的
そ
の
三
倍
の
家
族
を
相
手
に
こ
の
市
術
が
形
成

r
uれ
て
ゐ
る
｡
段
丘
上
の
外
は
地
形
的
制
約
に
よ
-
櫛

天
栄
群
が
谷
の
斜
面
地
に
階
段
状
に
襟
達
し
､
停
車
場

過
-
ほ
は
片
側
町
が
磯
蕉
し
て
み
る
｡
他
の
側
は
崖
に

衣
-
､
崖
下
に
地
道
が
通
じ
'
蛾
道
靭
係
や
'
裾
大
衆

群
の
若
干
が
あ
る
｡
店
舗
の
揮
類
は
夕
張
町
に
似
て
日

用
郷
貨

･
英
子
店
等
が
目
立
つ
｡

昭
和
五
年
五
月
大
火
あ
-
､
姦
地
上
の
商
店
術
が
殆

ル
ビ
全
焼
し
た
O
現
在
は
略
復
活
し
た
が
.
泉
櫛
の
敬

三

九

三
七



地

球

飾

十

八
食

堂
に
連
れ
て
蝿
基
し
た
人
目
が
無
秩
序
に
で

フ
ッ
ク
式

の
家
屋
を
立
て
な
の
が
火
非
は
際
し
て
は
非

常
は
不
利

で
､
大
火
に
依
っ
て
栄
群
の
分
散
と
､
統
制
さ
れ
た
市

楯
の
磯
蓮
が
見
ら
れ
る
様
に
見
ほ
れ
る
｡

(
♪
)歌

志

内

柑

歌
志
内
村
は
ペ
ン
ケ
川
に
滑
ふ

て
約
二
〇
杵
に
亘
る

完
全
な

L
つ
の
谷
衆
蕗
で
あ
る
O

塞
知
噸

･
土
歌
志
内

磯
｡歌
志
内
磯
･新
歌
志
内
磯

(相
し
こ
れ
は
ペ
ン
ケ
川

上
流
に
あ
-
砂
川
硯
と
共
に
聯
潰
し
た
谷
祭
群
を
つ
-

っ
て
ゐ
る
)
が
rJ
の
相
の
地
域
は
含
ま
れ
て
ゐ
る
｡
月

数
凹
'
八
三
六
(
昭
和
五
年
)中
純
教
場
囲
係
月
数
は
七

七
%
の
三
'
七
E3
式
で
農
業
月
数
七
四
工
業
月
数
四
〇

商
業
戸
数
四
五

二

-Z
般
券

働
者
月
数
二

一
八
､

.i
般

俸
給
者
月
数

一
六
九
､
そ
の
他

一
七
九
月
が
そ
の
種
板

別
で
あ
る
.
農
工
業
月
数
に
此
し
て
商
業
月
数
が
多
-

且
つ

一
般
券
働
者
月
数
の
多

い
の
が
放
硬
緊
蕗
と
し
て

の
特
色
と
み
ら
れ
る
｡

絶
人
口

.1
七
､

1
三

一
で
内
男
が
八
､
八

一
〇
女
が

八
､
三
二
〇
女

-i
O
O
に
封
す
る
男
は

-1
〇
六
で
男
の

数
の
多

い
薪
が
知
ら
れ
る
｡
男
の

一
般
に
多
い
の
は
石

解

式

艶

美

ハ

〇

三
八

狩
炭
田

一
晩
に
見

ら
れ
る
現
象
で
女
磯
大
を
使
用
し
な

い
射
､
男
の
猟
人

磯
未
が
多
数
入
-
込
入
で
ゐ
る
部
､

移
民
地
的
特
性
等
が
そ
の
原
因
と
み
ら
れ
る
.

7
月
替

わ
人
口
旦

二
･
五
の
小
数
で
金
村
の
殆
ん
ど
が
槻
央
住

宅
の
小
家
族
的
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
｡
村
役
場
の
調

査
は
よ
る
と

一
月
常
-
の
間
数
が
二

二

〇
で
如
何
に

炭
磯
町
ら
し

い
悲
観
の
あ
る
か
ヾ
窺
は
れ
る
｡

歌
志
内
輝
前
の
二
列
の
街
村
八
八
月
に
就

い
て
職
業

別
調
査
を
試
み
LJ
所
に
よ
る
と

(
昭
和
六
年
八
月
十
九

冒
)
邪
貨
･英
子
･野
薬
療
の
寓
店
は

一
八
%
の

一
六
月

で
割
合
は
夕
張
町
は
於
け
る
調
査
の
結
果
と
近
似
値
は

あ
る
｡
次
位
が
同
じ
-
飲
食
店
八
英
子
店
七
で
呉
服
店

洋
品
店
の
夫
々
四
声
が
そ
れ
に
次

い
で
ゐ
､
何
等
か
炭

傭
町
と
し
て
の
店
舗
構
成
に
或
る
型
が
見
出
さ
れ
る
様

に
恩

へ
る
｡
賂
凍
本
邦
の
荻
槻
緊
蕗
を

一
迫
-
調
査
終

了
し
て
か
ら
研
究
を
せ
と
め
て
み
た
い
と
瓜
ふ
｡

(
E
I)西

漸

性

余
は
嘗
で
常
磐
炭
田
に
於
で
は
阿
武
隈
山
地
よ
-
求

部
海
岸
地
方
に
漸
次
上
層
が
出
現
し
て
衆
､
炭
層
が
走

向
南
北
に
近
-
1
東
方
に
向
つ
で

山
〇
度
以
下
の
傾
斜



を
79
つ
朗
か
ら
ー
教
職
が
阿
武
隈
山
鷲
に
近

い
露
頭
附

鑑
は
起
-
漸
次
東
方
は
移
-
､
従
っ
て
炭
糠
衆
蕗
も
東

漸
性
の
あ
る
革
む
指
摘
し
た
｡
石
狩
炭
田
に
於
て
は
地

質
構
造
が
金
-
典
を
-
､
雛
曲
を
受
け
た
淡
暦
が
多
-

の
逆
断
層
を
受
け
て
複
難
し
､

一
律
に
洗
骨
の
走
向
'

傾
斜
を
推
論
す
る
報
は
困
難
で
あ
る
｡

然
し
寓
日
高
よ
-
北
宗
谷
に
貫

い
て
ゐ
る
夕
張
山
脈

の
大
触
曲
瓶
を
中
枢
と
し
て
漸
次
酉
に
白
壁
紀
暦
､
第

三
紀
層
の
下
部
･中
部
･上
部
各
層
'
第
四
紀
暦
の
表
れ

て
ゐ
る
所
に
ょ
れ
ば
'
そ
の
間
接
新
な
構
造
が
あ
る
に

第

五

回

石
狩
汲
附
は
於
け
ら
.炭
磯
の
酉
漸
性
岡

石
狩
茨
目
に
於
け
る
淡
硫
架
落
柵
成



q

地

球

節
十
八
怨

せ
よ
､
炭
層
が
に
打

に
移
る
に
従
っ
て
操
-
在
っ
て
ゐ
る

粘
基
と
な
る
｡

皆
炭
田
の
採
炭
状
況
を
見
る
往
来
だ
幼
年
期
よ
カ
漸

-
批
年
期
は
達
し
カ
階
葦
で
あ
る
｡
そ
れ
で
敢
初
起
っ

た
炭
磯
の

一
つ
す
ら
泰
頚
の
著
し

い
の
む
兄
を

い
｡
果

し
て
炭
槻
緊
蕗
が
或
る
移
動
方
向
む
も
つ
や
の
観
察
は

囲
動
を
事
で
あ
る
｡
光
ゞ
現
在
石
狩
泉
田
に
あ
る
二
〇

飴
の
炭
僻
の
開
坑
紀
元
年
数
を
記
入
し
て
等
暗
線
を
引

い
て
み
ね
朗
は
よ
る
と
､
精
々
酉
漸
性
の
あ
る
蔀
を
威

以
待
た
｡
炭
磯
栄
蕗
も
兆
し
て
酉
漸
す
る
や
否
や
の
問

題
は
撒
水
に
待
っ
よ
わ
外
を

い
O
地
形
的
制
約
､
交
通

路
の
両
部
に
門
月
を
開
5,
で
ゐ
る
軍
'
茨
硯
祭
蕗
が
石

狩
山
地
の
横
谷
の
東
端
に
谷
来
港
と
し
て
殆
･<
ど
谷
斜

面
を
溝
し
て
ゐ
る
朗
を
み
る
と
､
賂
凍
磯
展
す
る
に
従

っ
て
恐
ら

-
は
閣
漸
性
の
裸
弾
を
踏
む
で
あ
ら
う
と
は

は
れ
る
｡

(
五
)結

論

淡
H
の
機
能
は
或
る
大
資
本
に
依
っ
て
純
督
利
的
ほ

開
襟
さ
れ
､
可
及
的
短
日
月
に
採
掘
を
完
了
し
､
願
抗

僻
醇
す
る
人
為
的
統
制
に
伐
っ
て
ゐ
る
｡
画
し
て
炭
層

鰐
五
択

柔

二

四

〇

の
走
向
､
傾
斜
等
ほ
依
っ
て
泉
磯
移
動
を
凍
し
､
淡
蔵

敷
蕗
は
そ
れ
は
附
隠
し
て
起
る
特
典
景
観
で
あ
っ
て
､

栄
落
形
態
､
人
口
構
成
に
夫
々
特
色
を
も
っ
て
ゐ
る
｡

就
中
石
狩
泉
田
は
放
て
は
常
磐
炭
田
に
放
け
る
如
き
炭

堀
栄
路
の
磯
蓮
を
み
る
以
前
既
は
地
方
的
衷
薄
が

あ
ら

後
生
的
没
交
渉
は
起
っ
た
淡
槻
栄
蕗
は
影
響

n
せ
ら
れ

る
轟
は
夜
-
､
敢
初
よ
り
純
茨
堀
米
路
と
し
て
聴
力
､

む
し
ろ
他
の
衆
路
が
淡
磯

宋
蕗
に
調
和
追
従
し
て
聴
蓮

し
て
ゐ
る
.
又
そ
れ
だ
け
純
洗
場
緊
落
と
旦
富
以
村
る

排
で
､
常
磐
炭
田
は
於
け
る
炎
塘
染
落
と
此
扱
し
て
79

幾
多
の
共
通
鮎
と
特
異
性
が
み
ら
れ
る
押
で
あ
る
｡

終
り
に
参
照
し
た
多

-
の
女
駅
の
著
希
及

び
琉
料
髄

炎
に
御
助
力
下

さ
れ
た
各
甘
柿
､
骨
批
埠
に
摩
-
感
謝
す
る
と
非
に
称
に
御
梢
3.%
を
賜

っ
た
北
弥
縫
帝
大

教

授
廿阿
川
熊
郷
博
士
､
恥
北
神
大
誹
伽
川
中
飴
秀
三

堺
士
'
北
陥
逆

淡
融
汽
船
仲
批
技
師
相
川
析
麟
士
北
び
に
訓
準
叩
偶
然

串
中
で
お
骨
か
し
御
助
首
を
賜
っ
た
準

水
流
舵
棚
士
に
摩
-
感
謝
の
窓

を
束
す
る
｡

(
昭

利
七
郎
三
月
)

孟

な

る

文

献

火
非
上
鵡
虹

夕
張
郷
地
戯
刑
激
和
文

別
納
桝
〇
年
八
月

北
脂
泣
ポ
狩
閥
根
知
那
媒
目
地
部
銅
盤
和
文

明
治
川
記
1'叩

..
:



今
井
牛
次
郎

石
狩
淡
川
に
於
け
る
水
:.Ag
節
三
紀
層

(

石
狩
批
)
の
厨

代
地
邪
串
的
研
光

軸
蝉
榔
誌

付

目

析

純
友
別
妙
見
や
す
き
紙
め
に

参
照
せ
る
･試

な
る
論
文

夕
張
地
方
の
地
戯
鶴
的
槻
炎

々
張
･:次
川
の
他
部
的
粗
筋

れ
狩
･:祝
日
の
:-&J暦
状
態
に
就
て

幌
内
厨
の
研
究

光
:_
地
方
の
地
封

大
蛇

1
二
伸

昭
利
先
非
八
月

北
粘
踏
ポ
淡
破
諜
骨

小
樽
純
然
撰
校

銭
避
省
鵜
的
L?

r
J
′
r

,Jrrl
▲

日
.
‖
刈

J
h

.

小

蛸

梧

城

山

〓
欄

.i

郎

北
梅
?.EJ
碗
柴
諏

昭
利
三
舛
九
月

北
油
避
ポ
淡
紫
拙
論

大
端
五
坤
六
月

石
淡
解
放
前
的--1
に
槻
す
る
調
教

昭
利
二
郎

1
一
月

帥
火
の
石
井
碑
柴
と
鵬
代

日
本
純
米
分
散

昭
利
六
舛
七
月

夕
張
攻

連
敗

大
蛇
田
中

1
二
月

常
解
放
Hl
に
於
け
る
淡
磯
釆
拓
構
成

地
堺

和
談

昭
和
六
郎

1
月

地
名
の
地
理
学
的
考
察
と
そ
の

一
例小

(
六
)

林

倍

L

Ĵ
L
l

良

･1

ク
チ

之
も
山
と
山
と
は
抱
か
れ
た
所
即
ち
谷
を
よ
ぶ
雨
水

か
ら
の
言
糞
で
あ
る
rJ
と
は
周
知
で
あ
る
｡
カ
ウ
チ
を

ど
多

い
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
で
谷
地
を
よ
ぶ
ク
チ
と
し

で
地
形
詞
の
部
に
入
れ
な
の
で
あ
る
｡
併
し
内
外
の
ク

地
名
の
地
別
解
的
考
察
と
そ
の

Tl例

チ
と
別
ち
難

い
ま
で
に
使
払
怒
ら
ruれ
で
居
り
'
又
を

れ
と
原
義
に
憂
-
は
在

い
の
で

一
緒
に
し
た
｡
組
数
は

四
十
で
.
そ
の
中
山
地
部
に
属
す
べ
き
も
の
は
二
十
四
ひらき

で
あ
る
.
平
地
部
の
も
の
の
申
栗
ノ
内
土
居
内
(≡
)
開

ノ
内
(
刺
)内
開

･
内
野
(
瀦
)陣
ノ
内
(
罪
)等
は
内
外
の

票
三

凹

.i


